
「がん教育」について 
 

「がん教育」とは、主に子どもたちに向けたもので文部科学省が推進してい

る事業です。がん対策基本法の計画において、「子どもに対して、健康と命の 

大切さを学び、自らの健康を適切に管理し、がんに対する正しい知識とがん 

患者に対する正しい認識をもつよう教育することを目指す」ことを目的として

います。 

近年、私は小中学生に学校で「がん教育」の講演の機会をいただくことが 

多くなっています。小学生にがん教育？と思われるかもしれませんが、子ども

たちは素直に興味を持って聞いてくれます。むしろ大人より真剣に考えてくれ

ているようにもみえます。 

 

がんの原因の多くは原因不明であります。生涯で 2人に 1人はがんになる 

時代です。生きているだけで、がん細胞は発生します。ただ、原因が分かって

いるものもあり、例えば生活習慣病もそのひとつです。できるだけ生活習慣病

とならないよう規則正しい生活や食事・運動に気をつけるようにしたいのです

が、前述の通り、生活習慣病だけが原因であるわけでもないので、「健康マニ

ア」になる必要はないのです。 

 

また、検診についても啓発を行います。がんは、ある程度の大きさにならな

いと発見できません。検診でみつかる大きさが 1cmだとすると、自分で気づく

大きさは 2cmとされています。早く見つけて早く治療する、転んで膝を擦りむ

いたときと同様です。ひどく化膿する前に、早めに傷をきれいにして手当をす

ると重症化せずに済むことが多いのと同様です。子どもたちは「なんで大人は

検診受けないのだろう？」と素朴に疑問を持ってくれます。 

 

できることは、生活習慣病を可能な範囲で気をつける。例えば、なるべく階

段を使ってみる、歯磨きのときにつま先立ちしてみる、食べ過ぎたら次の日は

少し控えてみるなど、できることからで構わないと思います。そして、がんは

誰でもなる病気と思って、「まさか自分が」とは思わず、検診に行ってみましょ

う。今年度の市検診も始まります。 

 



ただ、定期的に検診を受けていても検査でみつからないがんもあります。 

がんの種類によっては、検診でみつかりにくいものもあり、残念ながら進行 

した状態でみつかってしまう場合もあります。 

しかし、最近のがん治療は進歩しています、がんと併存できる状態を長期に

保てることもあります。これからはがんになっても「大丈夫」と言える世の中

になるよう子どもたちが大人になる頃には目指していきたいですね。 
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